
 

 

「
泳
ぐ
」
と
い
う
動
き
を
表
す
言
葉
の
送
り
が
な
を
次
の
文
の
（ 

 
 

）
に 

合
う
よ
う
に
直
し
、
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  

① 

犬
が
（ 

 
 

）。 

  

② 

流
れ
の
速
い
川
は
、
あ
ぶ
な
い
の
で
決
し
て
（ 

 
 

）
な
い
こ
と
。 

  

③ 

選
手
に
な
り
た
い
の
で
、
最
後
ま
で
絶
対
に
（ 

 
 

）
ま
す
。 

  

④ 

（ 
 
 

）
と
き
は
、
ゴ
ー
グ
ル
を
し
て
い
る
。 

  

⑤ 

あ
と
二
十
五
メ
ー
ト
ル
（ 

 
 

）
ば
、
練
習
が
終
わ
る
。 

  

⑥ 

「
最
後
ま
で
が
ん
ば
っ
て
（ 

 
 

）
」
と
父
に
は
げ
ま
さ
れ
た
。 

国
語 

七
―
一 

第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
の
内
容 

送
り
が
な
・
活
用 

 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

名
前 

取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日 



 

 

「
続
く
」
と
い
う
動
き
を
表
す
言
葉
の
送
り
が
な
を
次
の
文
の
（ 

 
 

）
に 

合
う
よ
う
に
直
し
、
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  

① 

こ
こ
か
ら
展
望

て
ん
ぼ
う

台
ま
で
は
、
急
な
上
り
坂
が
（ 

 
 

）
。 

  

② 

リ
コ
ー
ダ
ー
は
強
く
ふ
き
す
ぎ
る
と
、
息
が
（ 

 
 

）
な
い
。 

  

③ 

上
巻か

ん

の
後
は
、
下
巻か

ん

に
（ 

 
 

）
ま
す
。 

  

④ 

こ
の
ま
ま
雨
の
ふ
ら
な
い
日
が
（ 

 
 

）
ば
、
水
不
足
の
心
配
が
あ
る
。 

  

⑤ 

ひ
な
ん
訓
練

く
ん
れ
ん

で
は
、
間
を
空
け
ず
に
前
の
人
に
（ 

 
 

）
う
。 

  

⑥ 

も
う
五
日
も
雨
の
日
が
（ 

 
 

）
た
。
明
日
こ
そ
は
晴
れ
て
ほ
し
い
。 

国
語 

七
―
二 

第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
の
内
容 

送
り
が
な
・
活
用 

 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

名
前 

取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  
 

 
 

 

取
り
組

だ
ん

日

　
　
　

月

　
　
　

日 



 

 

「
見
え
る
」
と
い
う
動
き
を
表
す
言
葉
の
送
り
が
な
を
次
の
文
の
（ 

 
 

）
に 

合
う
よ
う
に
直
し
、
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  

① 

真
っ
暗
で
、
何
も
（ 

 
 

）
な
い
。 

  

② 

冬
の
晴
れ
た
日
に
は
、
教
室
か
ら
富
士

ふ

じ

山
が
（ 

 
 

）
ま
す
。 

  

③ 

こ
の
部
屋
の
ま
ど
か
ら
は
、
海
が
（ 

 
 

）。 

  

④ 

都
庁

と
ち
ょ
う

に
雲
が
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
（ 

 
 

）
と
き
は
、
雨
の
こ
と
が
多
い
。 

  

⑤ 

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
後
、
流
れ
星
が
（ 

 
 

）
ば
い
い
な
。 

  
 

国
語 

七
―
四 

第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
の
内
容 

送
り
が
な
・
活
用 

 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

名
前 

取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日 



 

 

「
見
る
」
と
い
う
動
き
を
表
す
言
葉
の
送
り
が
な
を
次
の
文
の
（ 

 
 

）
に 

合
う
よ
う
に
直
し
、
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  

① 

問
題
を
と
き
終
わ
る
ま
で
は
、
答
え
を
（ 

 
 

）
な
い
。 

  

② 

話
を
聞
く
と
き
は
、
話
し
て
い
る
人
を
し
っ
か
り
と
（ 

 
 

）
ま
す
。 

  

③ 

夜
、
外
に
出
て
、
星
を
（ 

 
 

）
。 

  

④ 

車
が
来
て
い
な
い
か
を
（ 

 
 

）
と
き
は
、
右
・
左
・
右
の

順
じ
ゅ
ん

に
た
し
か 

 
 

め
る
。 

  

⑤ 

時
計
を
（ 

 
 

）
ば
、
今
は
何
時
か
分
か
る
。 

  

⑥ 

「
し
っ
か
り
と
ボ
ー
ル
を
（ 

 
 

）。
」
と
、
コ
ー
チ
に
言
わ
れ
た
。

国
語 

七
―
五 

第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
の
内
容 

送
り
が
な
・
活
用 

 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

名
前 

取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日 



 

 

「
交
わ
る
」
と
い
う
動
き
を
表
す
言
葉
の
送
り
が
な
を
次
の
文
の
（ 

 
 

）
に 

合
う
よ
う
に
直
し
、
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  

① 

線
路
の
二
本
の
レ
ー
ル
は
、
ど
こ
ま
で
も
同
じ
は
ば
で
続
き
、
決
し
て 

 
 

（ 
 
 

）
な
い
。 

  

② 

こ
こ
で
中

央

ち
ゅ
う
お
う

通ど
お

り
と
晴
海

は

る

み

通ど
お

り
が
（ 

 
 

）
ま
す
。 

  

③ 

三
本
の
道
が
一
か
所
で
（ 

 
 

）
。 

  

④ 

直
線
と
直
線
が
（ 

 
 

）
と
き
、
直
角
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。 

  

⑤ 

朱し
ゅ

に
（ 

 
 

）
ば
、
赤
く
な
る
。
【
こ
と
わ
ざ
】 

国
語 

七
―
六 

第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
の
内
容 

送
り
が
な
・
活
用 

 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

名
前 

取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日 



 

 

「
食
べ
る
」
と
い
う
動
き
を
表
す
言
葉
の
送
り
が
な
を
次
の
文
の
（ 

 
 

）
に 

合
う
よ
う
に
直
し
、
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  

① 

ネ
コ
が
、
な
か
な
か
え
さ
を
（ 

 
 

）
な
い
。 

  

② 

自
分
の
分
は
、
残の

こ

さ
ず
に
全
部
（ 

 
 

）
ま
す
。 

  

③ 

池
の
コ
イ
が
、
え
さ
を
（ 

 
 

）
。 

  

④ 

給
き
ゅ
う

食
を
（ 

 
 

）
と
き
は
、
は
ん
の
友
達だ

ち

と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
ま
す
。 

  

⑤ 

よ
く
か
ん
で
（ 

 
 

）
ば
、
食
べ
物
が
消
化
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。 

  

⑥ 

「
好
き
き
ら
い
せ
ず
に
、
何
で
も
（ 

 
 

）
」
と
、
父
に
い
つ
も
言
わ
れ
て 

 
 

 

い
る
。

国
語 

七
―
七 

第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
の
内
容 

送
り
が
な
・
活
用 

 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

名
前 

取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日 



 

 

「
入
れ
る
」
と
い
う
動
き
を
表
す
言
葉
の
送
り
が
な
を
次
の
文
の
（ 

 
 

）
に 

合
う
よ
う
に
直
し
、
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  

① 

学
習
に
関
係
の
な
い
物
は
、
筆
箱
に
（ 

 
 

）
な
い
。 

  

② 

さ
と
う
の
後
に
、
し
ょ
う
油
を
（ 

 
 

）
ま
す
。 

  

③ 

自
転
車
の
タ
イ
ヤ
に
空
気
を
（ 

 
 

）。 

  

④ 

ボ
ー
ル
に
空
気
を
（ 

 
 

）
と
き
は
、
入
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。 

  

⑤ 

最
後
に
電
池
を
（ 

 
 

）
ば
、
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
完
成

か
ん
せ
い

だ
。 

  

⑥ 

念ね
ん

に
は
念
を
（ 

 
 

）
。
【
こ
と
わ
ざ
】

国
語 

七
―
八 

第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
の
内
容 

送
り
が
な
・
活
用 

 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

名
前 

取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日 



 

 

「
書
く
」
と
い
う
動
き
を
表
す
言
葉
の
送
り
が
な
を
次
の
文
の
（ 

 
 

）
に 

合
う
よ
う
に
直
し
、
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  

① 

名
前
を
（ 

 
 

）
な
い
と
、
だ
れ
の
も
の
か
分
か
ら
な
い
。 

  

② 

作
文
で
は
、
一
行
目
に
題
を
（ 

 
 

）
ま
す
。 

  

③ 

段
落
の
は
じ
め
は
、
一
ま
す
空
け
て
（ 

 
 

）。 

  

④ 

文
章
を
（ 

 
 

）
と
き
は
、
習
っ
た
漢
字
を
使
っ
て
書
く
。 

  

⑤ 

あ
と
五
文
字
（ 

 
 

）
ば
、
今
日
の
宿
題
が
終
わ
る
。 

  

⑥ 

「
字
を
書
く
と
き
は
て
い
ね
い
に
（ 

 
 

）
。
」
と
い
う
の
が
、
ぼ
く
の
お
じ

い
さ
ん
の
口
ぐ
せ
だ
。 

国
語 

七
―
九 

第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
の
内
容 

送
り
が
な
・
活
用 

 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

名
前 

取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日 



 

 

「
閉
じ
る
」
と
い
う
動
き
を
表
す
言
葉
の
送
り
が
な
を
次
の
文
の
（ 

 
 

）
に 

合
う
よ
う
に
直
し
、
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  

① 

ち
ょ
う
つ
が
い
が
ゆ
る
む
と
、
ド
ア
が
き
ち
ん
と
（ 

 
 

）
な
い
。 

  

② 

話
を
聞
く
と
き
は
、
口
を
（ 

 
 

）
ま
す
。 

  

③ 

雨
が
や
ん
だ
の
で
、
か
さ
を
（ 

 
 

）。 

  

④ 

読
み
か
け
の
本
を
（ 

 
 

）
と
き
は
、
し
お
り
を
は
さ
む
と
よ
い
。 

  

⑤ 

目
を
（ 

 
 

）
ば
、
大
好
き
な
風
景
が
う
か
ん
で
く
る
。 

  

⑥ 

「
水
門
を
（ 

 
 

）。
」
と
い
う
指
令
が
く
だ
っ
た
。 

  

国
語 

七
―
十 

第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
の
内
容 

送
り
が
な
・
活
用 

 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

名
前 

取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日 
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